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令和４年第１９回（定例）高砂市教育委員会 会議録 

 

日時 

 令和４年１１月２４日午後１時３０分 

 

場所 

高砂市役所南庁舎２階会議室２ 

 

出席者 

 衣笠教育長、吉田委員、神尾委員、吉屋委員 

 

欠席者 

 山名委員 

 

出席事務局職員 

 永安教育部長、木田教育推進室長、三木教育総務課長、四方生涯学習課長    

 高橋学校給食課長、福永学校教育課長、太田幼児保育課副課長、北野人事課長      

  

本日の会議に付した事件 

議案 

 １ 令和５年度高砂市立小・中学校教職員異動方針について 

 ２ 令和５年度高砂市立幼稚園教員異動方針について 

 ３ 職員の兼業について 

協議事項 

 １ 令和４年度高砂市議会１２月定例会提出議案に掛かる意見の聴取について 

 ２ 令和４年度給与改定の概要について 

 ３ 高砂市学校給食用献立作成委員会設置要綱（案）について 

 ４ 高砂市学校給食用物資選定委員会設置要綱（案）について 

報告事項 

 １ 学力向上リーフレットについて 

 ２ 高砂市就学前教育・保育の計画について 

 ３ 令和４年度（令和３年度対象）高砂市教育委員会点検・評価報告書について 

 ４ 高砂市教育委員会事業後援・共催について 

その他 

 １ １２月の行事予定について 
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---------------------------------------------------------------------------------- 

議 事  協議事項 １ 令和４年度高砂市議会１２月定例会提出議案に係る意見の聴取に

ついて 

 

○事務局  （協議事項１について説明） 

○教育長  協議事項の２の令和４年度給与改定の概要についても説明いただきます。 

---------------------------------------------------------------------------------- 

議 事  協議事項 ２ 令和４年度給与改定の概要について 

 

○事務局  （協議事項２について説明） 

○教育長  説明は終わりました。給与のほうの関係の分のほうから。補正のほうはちょっと

また後でいただいて、給与関係で何か御質問とかありましたらお願いいたします。 

よろしいですか。 

人事院の勧告と高砂市の両方をお示しいただいていますけど、よろしいですか。 

  特に御質問等はないようですので。ありがとうございました。 

一般会計の補正予算の関係で何か御質問ありましたらお願いします。 

○委員   ９ページの学校保健事業、小学校、中学校と書いてありましたが、これ、中身は

どういう中身なんですか。 

○事務局  これにつきましては、この小学校、中学校のＡＥＤの購入を今年度予算がござい

まして、入札した結果、その予算をちょっと大分下回りましたので、その余った

分を減額補正させていただいたという形でございます。 

○教育長  ８ページの図書購入経費の歳入の部分だけあって歳出にはないんですけれども、

歳出については５年度に、図書の中身のどういう本を買うかというのは時間がか

かりますので、それを選定する時間をいただいて、４年度に歳出に出てくるとい

う予定をしているところです。よろしいですか。 

  特に御質問等ないようですので、これにつきましては、また12月の定例会のほう

につないでいただきたいと思います。よろしくお願いします。 

---------------------------------------------------------------------------------- 

議 事  議案 １ 令和５年度高砂市立小・中学校教職員異動方針（案）について 

 

○事務局  （議案１について説明） 

○教育長  説明いただきましたが、何か御質問や御意見ございますでしょうか。 

○委員   お聞きしたいんですけれども、この教職員のこの決まりはあるんですが、もうち

ょっと柔軟に、例えばすごく減ってしまうというところにもうちょっとやりくり

して教員が入れるとかというような方法というのがどうなのか、私もよく分から

ないのでお聞きしたいんですけど。 

例えば、最近ちょくちょく米田校区で担任がいないとかいう話を聞くんですよ。
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どういうことなのかなと思いまして校長先生にお聞きしたんですけど。そうしま

したら、基本定数よりも今５人足りないんだというので、担任もいないクラスが

ある。それはみんなで見ていますという。そういう状況ってすごく保護者さんも

不安に思われるんですよね。どうなっているのかなということで。どこに言って

いったらいいのかなとかいう話をしているので、それはどこにも言っていかない

でもらったほうがありがたいということを言っていたんですけれども。 

ただ、本当に親が不安に思うのは子供も不安に思いますし、実際ちょっと荒れて

いたりする学年もあったりします。ですから、その辺のところをもうちょっと何

か都合をつけ合うようなやり方というのができるようにということはどうなん

でしょうか。ほかの学校がどれぐらいその状況なのか、ちょっと私、分からない

んですけれども、ほかの学校では規定定数全部足りているんでしょうか。それと

あと、都合をつけ合うということが可能なのかどうか、ちょっと教えていただけ

ますでしょうか。 

○事務局  年度当初、今年度でしたら令和４年度の初め、来年度でしたら令和５年度の初め

に関しまして、この人事異動の方針に基づいて、基本的な年数をもって、市全体

を見て異動を考えております。その中で、退職者を基にまた新規採用者を県のほ

うに要望して、その新規採用者を含め市内全体を見てバランスを取ってスタート

させているところで、年度初めに関しましては、バランスを取った状態でスター

トさせていただいているところです。 

○教育長  この年度末からの異動方針ということで、何かほかに御意見とか。 

○委員   異動方針、管理職のところでお聞きしたいんですけれども、若手管理職を積極的

に登用するというところと、女性管理職、これって高砂市は結構積極的に推進し

ておられるんですか。ほかと比べてどんな感じでしょうか。 

○事務局  管理職につきましても、退職者に合わせて登用していくというようなことで、現

在、女性管理職の割合も、高砂市、正確には他市町と比較した数字がないんです

けれども、少ない状態ではないというふうに認識しております。どんどん受ける

方が、実際でもその後の主幹教諭であったり次のミドルリーダーと言われる方た

ちも男性ばかりというわけではありませんので、女性にも働きかけて、県が推し

進めているように女性管理職の育成にはちゃんと力を入れていますので、平均的、

それ、劣っているかなというような認識ではありません。 

○委員   若手と女性がいいというわけじゃないんですけど、やっぱりいろんな、先ほどの

問題もそうですけど、柔軟な新たな対策を講じていかないといけないこと、いっ

ぱい出てくると思うんですね。そんな中で、やっぱり若い考え方とか女性の先生

のそういう考え方というのが、これが非常に大事になってくると思うので、ここ

の方針にはあるんですけど、これ、ちょっと積極的に、ベテランの方ももちろん

大事なんですけど、前の表彰のときもそうなんですけど、やっぱり勤続年数が多

い方とかそういう方が評価されて表彰されていくという中で、年齢を重ねて勤続
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年数を重ねた人が管理職になっていくというところをちょっと打ち破りながら、

これからの新しい時代に対応できるような方を、この方針どおりちょっと積極的

にやっていただけたらなと思います。 

○教育長  今、委員から言われたみたいに、傾向としては、企業とか市役所とかもそうなん

でしょうけど、管理職になりたくないという方が若い方で増えてきて、今、教育

現場でも、管理職を志望する方がちょっと減ってきているような傾向があります。

ただ、その中で、学校でしたら、教頭先生、校長先生が生き生きと楽しそうに仕

事をしている様子を見せてくれと、ちょっと無理なお願いをしながらなんですけ

ど、そういったことで、管理職でも大変なだけじゃなくてやりがいがある姿を見

せていただくようなお願いはしています。今後もそういったことを意識して、管

理職の先生がそういう役割を果たしながら生き生きと魅力ある活動されている

ようなこともお願いするとともに、人材をしっかりと養成していくということも

考えてまいりたいと思います。よろしくお願いします。 

ちなみに、女性の管理職は今６人ですか。 

○事務局  伊保、伊保南、中筋、曽根、米田、米西、阿弥陀、北浜。小学校で６人です。中

学校はいらっしゃらないので６人ですね。 

○教育長  32人の管理職の中の６人が女性ということは、まだまだこれから女性の管理職の

方が出てきてくれると期待しているところなんですけど、現状はそんなところで

す。ほか、何かございますか。よろしいですか。 

議案の１の小学校、中学校の異動方針につきましては承認いただきましたので、

この方針に従って、異動、よろしくお願いいたします。 

---------------------------------------------------------------------------------- 

議 事  議案 ２ 令和５年度高砂市立幼稚園教員異動方針（案）について 

 

○事務局  （議案２について説明） 

○教育長  説明は終わりました。何か御質問等ございますか。 

  幼稚園の教員の異動方針については、１園ということで、異動方針という名前、

この方針のほう、ネーミングにつきましてもちょっとまた検討する。違和感があ

るという御意見もありましたので、その辺も。今回はこれでやっていただいて、

来年度以降はそういうことも踏まえて考えてまいりたいと思います。 

ほかに何かこの園の異動方針について御意見ございますか。 

  ないようですので、令和５年度の高砂市立幼稚園の教員異動方針もこの案で承認

をいただきましたので、これで進めていただければと思います。よろしくお願い

します。 

---------------------------------------------------------------------------------- 

議 事  議案 ３ 職員の兼業について 
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○事務局  （議案３について説明） 

○教育長  説明は終わりました。何か御意見ございますか。 

  承認いただきましたので、これで進めてください。 

---------------------------------------------------------------------------------- 

議 事  協議事項 ３ 高砂市学校給食用献立作成委員会設置要綱（案）について 

 

○事務局  （協議事項３について説明） 

○教育長  今、献立作成委員会の説明と献立の選定委員会の説明もございましたけど、何か

御質問。 

○事務局  選定委員会はまだです。 

○教育長  献立作成委員会の設置要綱について、何か御意見ありましたら。 

第３条の中学校長代表というのは、代表校長じゃなくて、校長の会から出る代

表の方１名という理解でいいですかね。 

○事務局  小学校の給食の担当をしていただいております校長先生を代表として１名、中学

校もセンターの５中学校の中から１人、給食の献立作成委員会として代表を１人

という形でお願いする予定です。 

○教育長  ということですので。 

○委員   中学校長のとこってどこなのでしょうか。 

○教育長  今、２つ一緒に説明していただいて、給食の献立作成委員会の設置要綱と、それ

から給食センターの学校給食用献立作成委員会。 

センターのほうは、中学校の校長ということです。 

○委員   分かりました。 

○教育長  協議事項３の給食用の献立作成委員会、それから給食センターのほうの献立作成

委員会、この設置要綱で進めていただくということで了解いただきましたので、

よろしくお願いします。 

---------------------------------------------------------------------------------- 

議 事  協議事項 ４ 高砂市学校給食用物資選定委員会設置要綱（案）について 

 

○事務局  （協議事項４について説明） 

○教育長  説明は終わりました。何か御質問、御意見等ありますでしょうか。 

○委員   いろいろ似たような感じのがたくさんあるんですけど、これは中学校長代表とか

小学校代表とか、いろいろ肩書で書いてあるんですが、実際上は同じ校長とか栄

養職員とかが兼務しているんですか。それとも、みんな別の方が担当されている

んですか。 

○事務局  先ほどの献立作成委員会とこの物資選定委員会のほうの校長先生の代表は、今の

ところ同じ方でお願いする予定としております。それぞれの給食の担当の校長と

して代表を決めていただこうという形を取りたいと思います。献立作成委員会で
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こういった献立をしたという意図も含みまして物資のほうを選定していきます

ので、同じ方でお願いしたいと考えております。 

○委員   そこはそういう業務の中身が関連しているから、あえて同じ人を充てるというこ

となんですかね。 

○事務局  はい。 

○教育長  この物資の選定委員会のほうは、公会計化ということで、また今までとは若干違

うところもありますか。 

○事務局  市の公会計という形で、市の契約規則に基づいて物資のほうを選定していきます。

ただ、先ほども申しましたように、給食の物資につきましては、安い価格という

のは優先的には選ぶのですけれども、どうしてもやはり子供たちの口に合った物

とか、あと、調理しやすい物、そういった物を物によっていろいろと考えていく

必要が出てきますので、市のほうでも、調達の要綱を通じまして、この物資選定

委員会で選んでいただきたいなというふうに考えています。 

○委員   物資の選定のほうなんです。この委員会の中にＰＴＡとか保護者の方も参加して

もらうんでしょうか。 

○事務局  はい。 

○委員   献立とかのほうは、それはないんですか。 

○事務局  献立のほうにつきましては、保護者さんからの参加というのは特に今のところな

いです。物資のほうにつきましては、委員としてではなくて、輪番制で、それぞ

れ物資選定委員会が年に５回ありますので、そのときに順番に来ていただくよう

にお願いをしようと考えております。来ていただいたときに、委員さんという形

ではないですけれども、やはり選ぶときに、これは子供の評判や、食べやすかっ

たなど、あと、前こういうのがあったと思うのですけどどうでしたかというよう

な、それぞれそういった意見を聞かせていただいております。 

○委員   保護者の生の声というか、直接子供からの声も大事だし、あと、なかなかそうい

う学校の委員会とかそういう子供らのことを、給食なんか特に大事なとこですけ

ど、そういうところに参加する機会というのが結構減ってきているので、かとい

って献立の委員会に保護者が来ても何も分からないと思うのでね。できる限りだ

けど、積極的にそういう機会に動員をかけて、ＰＴＡの役員に選ばれた人で限ら

れてくるとは思うんですけれども、１名、２名ということじゃなくて、何か意見

を聴取する会みたいなそんな場を設けていただきたいなと思いますので。 

今までも給食委員みたいな、その保護者、委員じゃないけれども、そこに参加す

るというようなことはやっていたんでしょうか。 

○事務局  現在、給食会というのがありますので、各学校から１人、給食の担当という形で

給食会に出席していただいておりました。ただ、その中から物資の選定委員会と

いう形で、前は給食会が物資を選んでおりましたので、この物資の選定委員会の

委員長という形で保護者の方が参加していただいておりました。今回からは市の
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ほうが選ぶような形になりますので、委員長は校長先生と、あと、副委員長は市

の栄養士のほうをさせていただくのですけれども、保護者の方は固定で１年間と

いうのはなかなか難しいみたいなので、輪番で関係者という形で来ていただいて、

小学校につきましては10校ございますので、あと、高中も入れて１年間で１回は

その学校の代表として来ていただいて、意見をいただこうというふうに考えてお

ります。中学校につきましても、同じように年５回ありますので、各中学校１人

来ていただくという形で今は進めてます。 

○委員   これ、給食のことだけじゃないんですけど、保護者が学校と関わる機会というの

をどんどん増やしていくべきじゃないかなと。その辺が足りないところが結構い

ろんな問題が出てきているし、これからも出てくると思うので、そういったとこ

ろ、もうそれをされているということなんですが、人数の面であるとか、そうい

うところで積極的にやっていただきたいなと思います。 

○教育長  ほかに何かございますか。 

○委員   これ、ちょっと、不可能なことかもしれないんですけど、年に１回でもいいので

全ての子供たちを参加させてもらえたら。１名でもいいですから、自分たちも関

わっているという形が取れたらいいかなと思うので、中学校も入れて中学生でも

いいんですけれども、こういうふうにして給食って献立を考えてこうやってでき

てくるというのも見てほしいですし、何かそういう機会を、無理なお願いだと思

いますけど、１回でもつくってもらえればうれしいなと思います。 

○事務局  現在、小学校では６年生にリクエストメニューという形でアンケートを取ってお

ります。今までの食べた給食の中でもう一度食べたいメニューは何ですかみたい

な形を取って、それを３学期に反映しているような形を取っております。なので、

直接この会議のほうにはちょっと来ていただいてないのですけれども、アンケー

トという形では取っているので、それは続けていきたいなというふうには考えて

おります。 

ただ、この選定委員会のこの場所というか、その場に来るのはちょっと今のと

ころ考えてないですけれども、こういった形で選んでいるよとかいうのは何か

伝えられたらいいんですけれども、またそこは検討していきたいと思います。 

○教育長  子供たちの声は反映しているんだけれども、こんなふうに食材を選定して、こん

なふうに物資を選定しているんですということに出会わせる機会、その場を見て、

その場に出会って、その場で自分の考えもちょっと言える機会があればという委

員さんの御提案なんですか。 

○委員   そうですね。子供たちが、何か全て魔法使いがいるように出てきて当たり前とい

うんじゃなくて、本当にいろんな人の思いが込められてここに並んでいるよとい

う思いも持ってほしいですし、将来自分たちもそうやって次の世代のためにして

いくんだという自覚も持ってほしいんですよ。だから、何かその辺を、なかなか

それを伝える大人との接触が今ないので、自分たちでやっぱり感じてもらえる機
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会というのもちょっとでもつくれたらなと思うんですけど。難しいと思いますの

で、何かほかの方法のほうがいいのかもしれません。でも、何かもし可能であれ

ば。 

○教育長  事務局のほうから、今回公会計化になるということで、校長先生が委員長になっ

ていただいて、現場のこともよく分かっている中でこういったことを話し合うと

いうことを考えているという話がありました。それについて何か御意見あります

か。 

○委員   校長先生がどれだけ食育に関心を持たれているかというところになってこよう

かと思うんですけれども、そのところはよく様子を見ていただいたらいいのかな

と思います。ちょっと分からないんですが、食に対する関心というのは人によっ

てすごく差がありますので、やっぱり熱心に食べること、子供たちの成長にこれ

はどう関わるということを感じていただいた上で校長先生が参加していただけ

たらありがたいなと思いますので、また様子を見ていただいたらいいと思います

ので。 

○教育長  委員さん、何か。 

○委員   同じです。 

○教育長  関心を持っていただいてということですか。 

○委員   そうですね。持たないといけないと思いますしね。大事な取組ですから、お願い

したいと思います。 

○教育長  委員さんもよろしいですか。 

○委員   はい。 

○教育長  教育委員の皆さんも、その先生に、その辺、関心を持っていただかないと駄目だ

ということもありますし、関心を持っていただいた上でのこの委員会としての役

割を担っていただくというようなこともお願いしたいという御意見でしたので、

それで進めていただけたらと思います。 

ほかに特になければ、これでよろしいですか。 

そしたら、この協議事項の４番目の高砂市学校給食用物資選定委員会の設置要

綱も、この形で進めてまいりたいということでお願いいたします。 

---------------------------------------------------------------------------------- 

議 事  報告事項 １ 学力向上リーフレットについて 

 

○事務局  （報告事項１について説明） 

○教育長  説明は終わりました。前回、詳しい報告書も説明させていただいていましたけど、

今回は特に保護者の方にも理解いただくような内容のリーフレットを案ですが

作っておりますので、御意見等いただけましたら。よろしくお願いします。 

○委員   ２点お願いします。 

ずっと何年も同じ調査をしてまいるという返答はしていただいています。御苦労
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さまです。毎年同じなので、なかなかリーフレットの表現の仕方とかいろいろ難

しいんだと思いますけれども、あえて今年はこういうふうにちょっと力を入れて

工夫して作りましたポイント的なことがあれば教えていただきたいのと。 

もう１つ、これは保護者の手に渡るんですけれども、普通に子供の手を通して渡

しただけでは恐らく見ていただけないと思うんですよ。そこで何らかの工夫がや

っぱり要るのかなと思うんですけど。例えば配るタイミングを、中学校の方は三

者面談があるから、配付するんじゃなくて、三者面談のときに１つの資料として

渡してくださいとか、例えばほかにふと思うことで言えば、通知表は見ましたと

いうことで保護者のサインとか何か書いたりしますけれども、例えばそういうこ

とをすればある程度の定着、見ていただけるのかなと思ったり、ちょっといろん

な工夫があるような気もするんですけれども、そういうことを学校にお願いする

ような予定とかあるのかどうなのかというようなことをちょっと教えていただ

きたいと思います。 

○事務局  やはり今年度は、一番、裏面の保護者の皆さまへというところの内容について少

し読まなくてはいけないんですけれども、保護者の皆さまへというようなそこの

メッセージ性をやはり伝えたいというところで、そこを工夫しております。ＱＲ

コードを載せておりますので、そのＱＲコードを読み取っていただいて、その先

のところにも結びつくということ、あと、広報の仕方ですけれども、中学校でし

たらその面談のときに間に合うようでしたら１つの方法、手だてだと私も感じま

すし、あとは、本当にホームページも、高砂教育ネットワーク、ホームページに

載せても、今でも「ホームページ見てないよ、みんな」というふうに言われます

ので、そうなれば、ちょっと子供に黙って渡すのではなくて、やはり一言、家の

人にも、これ、大事だから見てもらわないといけないなと思うような声をかけて、

渡してもらうほかのプリントとはちょっと重みが違うよというところを意識し

て働きかけてもらうというようなことは、こちらでの校長会を通して、また校長

先生に周知していきたいというふうに考えております。 

○委員   せっかくいいものができて、お金もかけて、労力もかかって、本当にうまく伝え

るのはね。本当に役に立つデータをつくっていただいていると思うので、何とか

ね。つくって終わるのはもったいないですよね。その辺とか、保護者の手元、あ

と、子供たちはもちろんそうですけどね。見ていただけたらいいなと思いますの

で、その辺、よろしくお願いします。 

○教育長  予定として配付するタイミングはいつ。12月20日となっていますけれども、予定

としてはいつに保護者の手に渡るようなことは。 

○事務局  12月の中旬ぐらいで。 

○委員   先ほど三者面談に間に合わそうとすると微妙なところですね。多分これもそうだ

けど。12月の第１週、１桁だとまだセーフで。もし業者さん、そのいつかで全然

ちょっと違うわけだしね。 
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○事務局  分かりました。 

○教育長  何か御意見ございますでしょうか。 

○委員   ちょっとさっきの話を聞いていて、前々から思っていたんですけど、やっぱり内

容がいいですよね。これ、ちゃんとずっと見れば納得するとこもあるし、面白い

なとか、なるほどというところがいっぱいあると思うけど、果たしてこれを親が、

これに限らずふだんのプリントでもそうだけど、読んでいるかというと、これ、

私のところでも家内がそれを細かく目を通して読んでいるかといったら、ちょっ

と自信ないんですよね。ただ、子供と家読みたいな、一緒にして何か書いて出す

ものがあったら、内容も分かっておかないと書けないしみたいなので、その子供

が読んでいる本を読んだりもすると思うんですけど。例えば通信簿なんかもサイ

ンがあったら。通信簿は見ますけれどもね。 

そういう形で、これに限らず、何か見ましたよみたいな、そんなサインしただ

けで終わりなんだけど、ちょっと意識が変わるのと違うかなと思うんですけど。

内容の精査はもちろん大事なんだけれども、いかにちゃんと目を通してもらう

かという、そこの手法をちょっと高砂市でしないと、いいものを作っているの

に、何か、これ、僕の悲観的な考えかな。見てないと思うんですよね、そんな

の。その意見を集めるのもまた大変だから、そんなアンケートみたいな、そん

なことをする必要もないと思うんだけれども、何か簡単なことでそういう。子

供から一言、「ちょっとお母さん、ちゃんと見てな。ほんで、見てサインして」

みたいなね。それをちょっと言ってもらうとか、見てもらう手法というのも考

えていったらいいんじゃないかなと思うんですけど。特にこれ、保護者の皆さ

まへと書いているこんなとこなんかちょっと読んでもらったら、次のそういう

運営協議会とか何か業務するときなんかでも、あ、あの書いてあったのはこう

いうことなんだなというので、また理解もされやすいと思うし。今の神尾先生

の話を聞いていてちょっと思いました。 

○事務局  まだはっきりと決まってないんですけれども、スクリレというソフト、指導主事

の情報担当のほうが、今、加古川市のほうではそれが入っていて、案内プリント、

学年だよりとか、そういうものがスマホに全部文書、紙じゃなくて、全部届くん

です。私も実際、今、加古川で、それがスマホに届いてきますので、そういうの

も指導主事と相談しながら入れられたらいいねと言っていますので、それだった

らまたより身近に手元に情報が届いてくるんじゃないか。そこでもちょっと検討

させていただきます。 

○委員   これ、数字を出すというよりも、今、高砂の小中学生はこういうところが得意で、

こういうところが苦手なのでこう取り組んでいますとかいうのを、広報のところ

で、いたただいているページの中で、特に生活習慣のところなんかは、毎日食べ

ている子と食べてない子がこんなグラフ、一部だけ出すとか、何かそういうのっ

て地域全体で取り組んでもいいのかなと思うんですね。おじいちゃん、おばあち
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ゃんたちもいるわけですし。何か親だけというよりも、今は地域全体で育てよう

としているので、地域全体にも御理解いただいて、おじいちゃん、おばあちゃん

にもちゃんと、遊びに行っても、「ゲームばっかりしてないで。今日の宿題済んで

るの」ぐらい言っていただけるような空気感が要るのかなと思いますので、何か

数字を出すんじゃなくて、こんなことを取り組んでいますとか、こういうことが

意外と学校の勉強に関わってくるんですよみたいな、睡眠時間とかね。何か計画

を立てるとか、そういうことを何かちらっと言っていくことで、全体に、周り全

体から子供の環境をよくしていくということもできるんじゃないかなと思うん

ですけれども、そんなことも考えていただけたらありがたいと思います。 

○事務局  本当にこちらとしましては、学校のほうがどのようにまた地域、保護者に訴えて

いくかという面もあるんですけれども、こちらもやはり広報としてこういうリー

フレットができましたら、何部かは高砂市のリーフレットを差すところとかにも

置きますので、こちらもやっぱり地域の方にどのような啓発的なリーフレット、

これを作ってだけじゃなくて、そのタイミングタイミングに応じて少し簡単な案

内文みたいなものができればいいですし、やっぱりこちら、すぐホームページと

言ってしまうんですけれども、そういうところも含めて、今、委員のおっしゃっ

ていることは、本当に学校と親だけじゃなくて、ちょっとやっぱり地域にどんど

ん入っていきましょうというような形になっていますので、地域の方のちょっと

声かけ、つながりも持てるような取組ということも本当に考えていけたらと思い

ます。ありがとうございます。 

○委員   すいません。今の地域の自治会館とかそういうところにも置く予定とかはあるん

ですか。 

○事務局  そこまで部数があればですけど、どれぐらい部数が残っているか、ちょっと今、

すいません、はっきりと。でも、例えばみのり会館とかその公民館とか、そうい

うところですよね。そういうところにも置けるのでしたら、何部か置いていけば、

地域の方が目にすることはできると思いますので。 

○委員   あとは、掲示で、裏表でね。Ａ３二枚分のスペースがあれば、リーフレットで置

くと５冊、10 冊要るけど、掲示していただければ違うかなと思う。 

○事務局  確かに。表面に「家庭や地域と連携した」というふうに書いてありますので。 

○委員   地域でしていただくには、自治会館とかそういうところを使うのがいいかなと思

いますので。 

○事務局  ありがとうございます。 

○教育長  このリーフレット、教育委員会と学力向上対策会議の両方の思いをここに、保護

者の方にお届けするという形になっております。学校現場のほうで、例えば校長

先生の出されている学校だよりに、「今日、子供さんを通じて『未来に向かって進

む高砂市の子どもたちの育成のために』というリーフレットを持って帰っていた

だきました。おうちで見ていただいて、家庭での生活習慣についてもう一度お話
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ししていただければありがたいです」とかいってメッセージを送って、子供たち

には、「あれを見て何かお母さん言ってたか」と言って担任が声かけをするとか、

そういう意識を現場の先生も持っていただくということが大事かなと思います

し、これは市全体のものですけれども、学校によってはすごくこれとは違う数値

が出るというか、朝食を食べている子の割合がすごく高いとか、または、成績に

よって数字だけやられていますけれども、全国よりもかなり増えたというところ

もありますので、うちの学校ではこういうところが課題です、うちの学校のこう

いう取組をしてこういう成果が出ましたということも学校だよりに載せていた

だいて見ていただく。子供たちにも、「みんなが頑張ってこんな話合い活動を頑

張っているから、こういうことで６年生の皆さんが頑張って成果が出てきたよ。

去年よりもずっとよかったよ」とか、数字だけに目を向けてしまったら駄目だと

思うんです。そういう子供たちへの励ましのメッセージというか、子供たちが自

信を持って、「頑張ったらできるんだ。僕、もっと頑張ろう」というふうなことに

つながるような働きかけを担任がして、学校の校長先生が学校だよりでメッセー

ジを送るとかしていただけるようにと考えます。学校と、保護者や子供とつなが

っている場でありますから、教育委員会だけが学校を通してメッセージを送るこ

ともやっぱりある意味必要だと思いますけれども、それだけじゃなくて、連携し

てやっていくということも大事なことだと思いますので。 

次回の園長校長会等もありますので、多分、学校教育課長はその辺のことはしっ

かりと伝えていきたいというふうに思っていると思いますので、これは教育委

員会からのメッセージじゃなくて、教育委員会と高砂市の学力向上対策会議か

らの保護者へのメッセージで、私たちも頑張ります、保護者の方も一緒に協力

してやりましょうというものになるように努めてまいりたいと思います。よろ

しくお願いいたします。 

○委員   ちょっといいですか。最後に、ぜひ、この３ページ目の生活質問用紙の調査のあ

たりなんていうのは、幼児教育のほうでも、小学校へ行ったらこんなことに取り

組んでいますよみたいなことをお母さんたちにちょっと伝えておいていただけ

るとありがたいなと思うんですね。毎日朝食を食べるとか、睡眠時間のこととか、

それから、何か計画を立てて生活するとかというのは、もう５歳児なら入ったら

すぐこういうことをするわけですから、何かそういうことをお母さんたちに伝え

る機会があったら、よろしくお願いしたいと思います。 

○教育長  そういうことも視野に入れて、今、委員さんが言われた５歳児、次に小学校へ入

学してくる子供さんの御家庭に向けての何かメッセージ的なものが考えられた

ら、課題ということでしていただいたらと。 

  そしたら、これについては、たくさんのいろんな御意見をいただきましたので、

そうした形でこのリーフレットの、１つは配付するタイミングであるとか、また
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は、どういうふうに伝えていくかということも御意見いただいていますので、ま

たちょっと考えていただいたらと思います。よろしくお願いします。 

---------------------------------------------------------------------------------- 

議 事  報告事項 ２ 高砂市就学前教育・保育の計画について 

 

○事務局  （報告事項２について説明） 

○教育長  説明いただきました。３・４・５歳児は以前に、令和２年末に改訂して御意見も

いただいて、今回は０・１・２歳児の改訂版について報告いただいたという、そ

ういう理解でいいですかね。 

○事務局  はい。 

○教育長  ということですので、それについてまた何か御意見とか。 

○委員   すごく細かく丁寧に作ってくださっていて、ありがとうございます。今おっしゃ

っていましたけど、ぜひとも私立のほうにもこれを参考にしていただきながら進

めていただければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○教育長  民間の幼児教育施設についても、この計画については参考にということで配付は

させていただく予定はあるんですか。配るというか。 

○事務局  そうです。以前、28年の３月に改訂して内容を検討した分も民間園には配付させ

ていただいて、今ちょっとアドバイザーの先生と民間のほうにも訪問事業を行か

せていただいているんですけれども、お聞きしたら、公立でつくらせていただい

ているこの指導計画を基に、民間園のほうでも年間の指導計画とか月の指導計画

とかを作成されているということをお聞きしています。 

○教育長  民間園にこういったことを参考にということでお示ししたときの反応をお聞か

せいただきましたけど、もう１回ちょっと言っていただけますか、今のこんな反

応だったという。 

○事務局  今年から民間園のほうに訪問事業として行かせていただいています。その中で、

指導計画についても園長先生のほうにお尋ねさせていただきましたら、28年のと

きのその改訂の保育計画を参考にしながら指導計画をつくられているというこ

とでしたので、今回改訂させていただいたときには、また民間園のほうにも周知

していきたいと考えています。 

○教育長  ありがとうございます。ほかに何か御意見ございますか。よろしいですか。 

  そしたら、また今回も民間のほうとの連携も意識しながら、またよろしくお願い

します。 

---------------------------------------------------------------------------------- 

議 事  報告事項 ３ 令和４年度（令和３年度対象）高砂市教育委員会点検・評価報告書

について 

 

○事務局  （報告事項３について説明） 



 

 14

○教育長  全体的な説明と、あと、基本的には、あとずっと個別のものもありますけれども、

自己評価をしたものについて、学識経験者の方にコメントをいただくという形の、

今までどおりの形になってますけど、何かお気づきの点がありましたらお願いい

たします。 

  例年指導をしていただいて、委員の皆さんの御意見を聞いていきたいとあるんで

すが、甘いんじゃないかという厳しい御意見をいただくことが多いんですけど、

今回どうでしょうか。 

○委員   Ｂがあって、何がＢかなと思って見させていただいたら、気になるのは、教職員

の人権意識高揚と指導力向上、ここがＢなんですよね、Ｂの２つのうちの１つは。

それ、ちょっと、少し甘いかなと思う評価の中でＢがついているので、これ、ど

うなのかなと思って見させていただいているんですが。その後の20ページには、

総合評価で反省・課題・改善という項目があって、そこには言葉はあるんですけ

ど、具体的に、それならば、内容が内容でもあるから難しいと思うんですけど、

どうやって改善するのかというところがちょっとあまり具体的に見えなくて。で

も、これ、大きな課題だと思うんですね。ここにＢがついているということは問

題だな、課題だなと思うので、ここを効果的に具体的に何かやっていかないとい

けないのかなとふと思っていますが。どうなんですかね、この総合評価。 

○事務局  20 ページを御覧いただいて、Ｂ評価、総合点が９点。その９点になっているのが、

上の評価項目の⑤番の有効性のところが１点になっているというところで、それ

も令和３年度中、その説明を書かせていただいているんですけれども、やはりコ

ロナウイルス感染症感染拡大防止のために結構な研修会が中止となって、思うよ

うに研修が行われなかったという点で、ちょっと２ではなく１になっております

ので、そこは、このコロナ感染症が落ち着いてまた研修会が少し従来どおり戻っ

てくれば、そこがまた上に上がってくると思いますので、また評価のほうは改善

されていたと考えていますので、今回このＢになったのは、その研修会が開催さ

れたかされてないかというところが大きいところで。 

○教育長  これでは教職員の人権意識が低いからＢとかじゃなくて、人権意識高揚のための

実施事業の評価がコロナのためにという御説明があったわけで。 

ここは、児童生徒の全国学力・学習状況調査の中の自分によいところがあるかと

いうところも全国よりもちょっと低いので、やっぱりこれからしっかりと取り組

むべき課題であるということもこの評価につながっているのかなと私は理解し

ましたけど。 

このほかに何かございますでしょうか。 

○委員   先ほどの評価のことで、ぱらぱらとめくると、Ａは、10点でＡがほとんどなんで

すね。10点というのは、４段階評定の２に丸がついてるのが２点と。それが５つ

あって10点ということで、何かぱらぱらとめくるとほとんどそのパターンで。評

価の仕方というのは、例えば５段階にするとか、例えばちょっともう少し評価の、



 

 15

Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃですか。それが割ったり振ったりするのかなと。やっぱりばらつ

きがあったほうがいいのと違うのかなというふうに。ほとんどがＡで10だったら、

何か評価としてどうなのかな。評価の仕方としてね。というのは何か素直にちょ

っと思うんですけど、どうなんですかね。 

○教育長  ４段階じゃなくて、もう少し、５段階とか増えたほうがいいんじゃないかという

ことですか。 

○委員   はい。 

○教育長  委員さんからも、最後の 95 ページの文化財の活用について御意見いただきまし

たけど、そのことにつきましてもまたちょっと、その提示がないかというところ

をまた今後の課題として考えていただきたいと思います。 

ほか、なければ。 

そしたら、この協議事項の上の教育委員会の点検・評価の報告について、今ちょ

っと御意見もいただきましたので、来年度に向けて、よろしくお願いします。 

---------------------------------------------------------------------------------- 

議 事  報告事項 ４ 高砂市教育委員会事業後援・共催について 

 

○事務局  （報告事項４について説明） 

○教育長  説明は終わりました。何か御質問ございますか。 

  そしたら、後援の事業と共催の分、承認・決定されて、よろしくお願いします。 

---------------------------------------------------------------------------------- 

議 事  その他 １ １２月行事予定について 

 

○事務局  （その他１について説明） 

○教育長  説明は終わりました。何か御質問ありますか。 

よろしいでしょうか。よろしくお願いします。 

                                           

   令和４年１１月２４日 午後３時３５分 教育長会議の閉会を宣告 

                                           

 

 


